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賢治は 1918年(大正7年)に盛岡高等農林学校(現

岩手大学農学部)を卒業し研究生となる。 1920年に

研究生を終了し指導教官(関豊太郎教授)から助教授

に推薦されるがこれを辞退し，その翌年の11月に稗貫

農学校(現在の岩手県立花巻農業高等学校)の教諭に

なる。しかし， 4年後の 1926年3月には退職し，私塾

である羅須地人協会を設立して，以降農業指導に奔走

する(原， 1999)。退職の理由に関しては諸説があるが，

最も大きかったのは生徒に対しては「農民になれ」と

言っておきながら自分は楽しい(? )授業をして相当

の量の俸給が保証されていたという点への葛藤があっ

たとされる。賢治は教鞭をとりながら文学作品も書き

続けた。『銀河鉄道の夜』第 l稿は，退職の l年3か

月前の1924年12月に友人に披露しているので， r銀河
鉄道の夜』の作品中にも農業への強い思いが語られて

いるはずだ。

『銀河鉄道の夜』はイタリア人のデ・アミーチス作『ク

オーレj(初版1886年)に影響を受けて創作されたと

されている(原， 1999)0r銀河鉄道の夜』の舞台はジョ
パンニというイタリア人の名前の主人公が登場するこ

とからも南欧のイタリアである。本稿では『クオーレJ
の書かれた時代のイタリアの農業と『銀河鉄道の夜』

が書かれた時代の日本(特に岩手県)の農業を対比し

ながら，賢治の農業に対する考え方を考察してみた

い。キーワードは『銀河鉄道の夜』の最終章に登場す

る「たうもろこしの木」である。

1. r銀河鉄道の夜jの主人公の家族と生活状況

主人公のジョパンニは，朝は新聞配達，放課後は

午後6時頃まで活版所でアルバイトをして生計を

助けている O ジョパンニが活版所で1日働いて得

る収入は小さな銀貨1枚である。当時イタリアで

入植関係学誌.12 (I) : 15-19， 2012.資料・報告.

第1表. r銀河鉄道の夜Jに登場する穀物，野菜，果物と食生活.

地上

天上

穀物記載なし

野菜 ケール，アスパラガス，トマト

果物草果(リンゴ)

食生活:パン，トマトを使った料理，牛乳，角砂糖

穀物:米，たうもろこしの木

野菜:記載なし

果物草果，胡桃(クルミ)

食生活記載なし

第2表.明治から昭和初期の岩手県とイタリアの食事情.

<岩手県 1917年(大正6年))> 
市 部:米・麦を常食とするも粟，稗を混入
市街地群部:米，麦，粟，稗，大根菜のカテ飯
村落部・米，麦，粟，稗を常食とし，大根カテを四季用いる

地方と特に冬季に麦の代用に用いる所有り.米，
粟，稗，麦に蕪，大角豆(ササゲ)を入れた粥

<イタリア 19世紀末>
卜リノの労働者階級の生活 (6人家族の1日の支出): 
家賃0.35リラ，パン0.6リラ，葡萄酒0.2リラ，肉0.6リラ，スー
プ0.15リラ，野菜0.5リラ，油0.05リラ，バター0.1リラ，ラー
ド0.1リラ，牛乳O目05リラ，コーヒーO目1リラ，砂糖0.25リラ，
木炭0.07リラ，薪0.07リラ，石油0.07リラ，煙草0.1リラ
(合計 3.36リラ)

元鉄道工夫の夫と庭師の妻の収入・ 1 日 3~4 リラと 4 リラ

岩手県 (2012)と藤津 (1998)を参考にしでまとめた.

は1リラ銀貨 (1867年，径23mm，銀5g)が発

行されていたので，小さな銀貨とはこの 1リラ銀

貨のことであろう。ジョパンニはこの銀貨で，パ

ンの塊をーっと角砂糖をー袋買って家に帰る(第

l表)。ジョパンニの家族は不在の父親(漁師で

今は収監されている)を除けば姉と病気の母の3

人家族である。姉が働いているという記載はない

が，例え働いていたとしても2人の収入の合計は

たかが知れている。 19世紀末のイタリアの労働

者階級の生活の様子を第2表に示すが，これを参

考にしても，ジョパンニの家族はかなり貧しい生

活を余儀なくされていたと思われる。ジョパンニ

の夕食は「銀河の祭りJの日だというのにパンと
トマト料理だけである。



2. 19世紀末から 20世紀初頭にかけての
イタリアと日本の農業事情と生活状況

『クオーレ』の主な舞台は北イタリアのトリノであ

る。トリノは1861年に王国として統ーされたときの

最初の首都である O イタリアは当時、就業者人口の

61%は農業従事者という純然たる農業国(農産物輸出

国)であり，特に北部のポ一川流域の平野部では，多

くの雇用労働者の使用に依拠した大規模農場経営が形

成されていた。トリノのあるピエモンテナ'"(稲作大経

営)はポー)11流域の平野部の西に位置し，米，牧草，小

麦を，そして東に位置するロンバルデイーア(酪農大

経営)では牧草，小麦，トウモロコシが栽培されてい

た。しかし，イタリア農業は特に南部において際立つ

のだが極めて後進的な性格をもっていた。すなわち，

生産性の低さ，零細な農業経営の支配|生，農業技術の

後進性などの特徴がそれである(堺.1998)。そして，

イタリアは統一後20年の1881年に大凶作に見舞われ，

また自由貿易政策のもと競争力の弱さが露呈し同時に

穀物(小麦，米)価格も下落するという二重の農業不

況に見舞われることになる(堺.1998) 0 この不況は，

構造的なものであるため1900年ごろまで続く。まさ

に『クオーレ』が書かれた時代はこの農業不況の真っ

ただ中であった。北部のロンパルデイーアの農業は大

規模農場経営であるがゆえになんとか持ちこたえるの

だが，不況の犠牲となったのは，特に南部の農村の貧

しい層であった。彼らは大量の移民となってアメリカ

やヨーロッ諸国へと渡った。『クオーレ』に記載され

ている「母をたずねて三千里J(原題は「アベニン山
脈からアンデス山脈へJ)の主人公はトリノの南にあ

るジェノバに住んでいて，そこから出稼ぎに行った母

を訪ねて北大西洋を渡って南米のアルゼンチン(南十

字星が見える)まで旅をする(アミーチス.1992)。

ここで，注目したいのは，ロンパルデイーアのトウ

モロコシである。トウモロコシ(玉萄黍学名Zea

mays L.)は，大航海時代にイタリア人のクリスト

ファー・コロンブスが，アメリカ大陸を発見したとき

に原住民のインデイアンから栽培法を学び、欧州へ持ち

込んだものである(戸津.2005)。なぜ、市場性の高い

生産を指向するはずのロンパルデイーア大規模農場経

営にあって，多くの手耕労働を必要とし，そのわりに

は当時商品価値が決して高いとはいえないトウモロコ

シが重要視されたのだろうか。それはトウモロコシが

雇農層の「主食」としての地位を占めていたこと(堺，

1998) .ほかの穀物に比べ「高い生産性J. I広い栽培
適応性JJ高い貯蔵性」および「高いエネルギー価J(戸
津.2005)を有していたことによると思われる。これ

らの理由によって，農業不況下でもロンパルデイーア

の雇農層の食料問題は解決されたのである。トウモロ

コシを使った料理で有名なのは「ポレンタ」である。

今でも，北イタリアで食べられている家庭料理であ

る。作り方はいたって簡単で，トウモロコシの粉に塩，

オリーブオイル，水などを加えて練ってから煮込んだ

ものが一般的である。『銀河鉄道の夜Jでは姉がトマ
ト料理を作るが，イタリア料理にポレンタにトマト

ソースをかけた簡単な料理もあるので，このことを

言っているのかもしれない。

一方，賢治の生きた時代の東北の農業も悲惨であっ

た。日本の主食は米であるが，イネ(稲 学名 Oryza

sativa L.)は熱帯地域に起源を置くがゆえに，東北で

の栽培の歴史は，まさに冷害との戦いであった。夏，

オホーツク海高気圧が勢力を伸ばすとヤマセ(低温の

偏西風)が吹いて，濃霧や雨，霊(ひょう)を降らせ

冷夏となり水害(=凶作)をもたらす(原.1999) 0 

賢治存命の間だけでも水害は12回を数えるという(西

山.2001)0 米の収穫は1887年ごろまでI反歩(10アー

ル) 1石(半収1石と呼ぶ)にも及ばず全国最下位に

岩手県の稲作があった(西山.2001)。ちなみに 1石

(150kg)とは大人l人が1年間に消費する量である。

しかし，賢治の時代には，第3表に示すように稗貫郡

においても反収2石前後の収穫が見込めたようだ。農

家 1戸当たりの耕作面積は，稗貫郡では平均1.4町歩

(140アール)であるので.1戸当たりの米の収穫は豊

作時には24石になる。小作農家であるなら，小作料と

して半分取られるので残りは14石となる。一家を養

う食料と現金化して生活に必要な最低限の品物を手に

入れるのがやっとのギリギリの状態であったと思われ

る。当時の食生活は，市部は米，麦を常食とするも粟，

稗を混入する時もあり，村落部では，米，麦，粟，稗を

常食とし，大根カテを四季用いる地方と特に冬季に麦

の代用に用いる所があったという(第3表)。また、

北上山地では，通称「バッタリ」と呼ばれる稗っき器

でついた「ひえメシ」が主で，稗と麦，稗と粟などの

混食，米，稗と三分七分に入れたり，五分五分にしたり，

稗三分米七分というのがとおり相場であったという

(西山.2001)。このように，イタリアでは，雇農層が

トウモロコシを主な主食としたように，東北の農家の

生活は自給性が高く手間のかからない稗と粟に支えら

れてきた。他県が急速に換金性の高い野菜などの栽培

に移行したのに，岩手県は逆に全国の50%弱の稗の生

産を続けていた(全国トップ)。

しかし，ひとたび凶作に見舞われればどん底の生活

を余儀なくされた。冷害に対して対策がなかったわけ

ではない。賢治が『銀河鉄道の夜』を書き始めたころ

には，冷害に強い品種も出てきている or春と修羅
第三集Jの「あすこの田はね」に出てくる「陸羽132号」
は冷害に強い品種として有名である。しかし，凶作は

終わらなかった。賢治が亡くなった翌年(昭和9年)は，

昭和の歴史に残る凶作であった。特に東北の長期冷害

は深刻で，稲作に関して秋田は平年作に比べて2割，
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岩手では5割の減収であり，また陸稲，麦，稗，粟など

も多大な減収となり，秋から冬にかけて農家では借金

累積，娘の身売り，欠食児童，行き倒れなどの悲惨を極

めた(田中館， 1934;朝日新聞， 1935) 0 

第3表. 1924年(大正13年)頃の岩手県中央部(稗貫郡)と
イタリアの農業事情

く岩手県中央部(稗貫郡の一部)>
1)花巻町(町部)大正 13年7月現在
人口3903人、総戸数590戸中農業329戸
耕作面積:田畑558町歩中水田は446町歩で反収2.1石
物産概略:米7972石，麦522石，大豆702石，稗27石，小亘12石，
粟19石，蕎麦14石，その他(芋，牛葬，人参，長芋，菜類，蕪，
大根，馬鈴薯)

家畜頭数馬164頭，豚58頭，鶏605羽
果樹類 桃，梨，牽果，生柿，葡萄
2)宮野田村(町周辺部)大正13年2月現在
人口3587人，総戸数520戸中農業495戸
耕作面積 田畑906町歩中水田は507町歩で反収1.5石
物産概略米7649石，麦2912石，大豆978石，小豆40石，粟540石，
稗1000石，蕎麦35石，その他(馬鈴薯，議菜類)

家畜頭数.馬354頭，豚6頭，鶏2080羽
3)外川目村(北上山地)大正11年11月現在
人口3464人，総戸数428戸中農業345戸
耕作面積 田畑737町歩中水田55町歩
物産概略記載なし
家畜頭数馬527頭
冬季の副業:木炭製造，葉煙草調理

くイ合リア 1925年(大正14年)> 
物産概略(千トン) 小麦7696，裸麦158，大麦204，燕麦518，米

735，玉萄黍2497，馬鈴薯2159，甜菜2325，大麻
66，亜麻2

1石:150kg， 1 km2 =100.83町歩.
高橋(1925)と外務省調査部(1938)を参考にしてまとめた

3.たうもろこしの木

『クオーレ』の時代に起きたイタリアの農業不況に

対して，北イタリアの大規模農場経営を営むロンパル

デイーアでは「トウモロコシ」が大いに貢献した。賢

治は『クオーレ』を読んでいたわけだから，イタリア

の農業にも関心があったと思われる O賢治存命のころ，

岩手県ではトウモロコシはトマトと同様に珍しいもの

であった。しかし，賢治はトウモロコシを作品中に多

用する。『銀河鉄道の夜』では「たうもろこしの木」

として登場する。氷山にぶつかって沈没した大型船の

乗客が乗り込んできた後，銀河鉄道の列車は川から離

れた高い崖の上を走るようになるが，このころから

「たうもろこしの木」が見え始めてくる。そして，第

二時に小さな停車場につくころには，rたうもろこし
の木」の林は高原の野原に地平線のはてまで続くくら

いに見える。
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そのとき汽車はだんだん)11からはなれて崖の上を

通るやうになりました。向ふ岸もまた黒いいろの

崖が川の岸を下流に下るにしたがってだんだん高

くなって行くのでした。そしてちらつと大きなた

うもろこしの木を見ました。その葉はぐるぐるに

縮れ葉の下にはもう美しい緑いろの大きな置が赤

い毛を吐いて真珠のやうな実もちらっと見えたの

でした。それはだんだん数を増して来てもういま

は列のやうに崖と線路との聞にならぴ思わすジョ

パンニが窓から顔を引っ込めて向こう側の窓を見

ましたときは美しいそらの野原の地平線のはてま

でその大きなたうもろこしの木がほとんどいちめ

んに植ゑられてさやさや風にゆらぎその立派な

ちfれた葉のさきからはまるでひるの間にいっぱ

い日光を吸った金剛石のやうに露がいっぱいにつ

いて赤や緑やきらきら燃えて光ってゐるのでし

た。(下線は著者)

農作物が地平線のはてまで続く風景は，ちょうど

1970年に公開されたイタリアのヴィットリオ・デ・シー

カ監督作品『ひまわり (1Girasoli ) jを思いだせる。

劇中に何度か登場する地平線のはてまで続くひまわり

畑の美しさは圧巻であった。主人公はソフィア・ロー

レンが演じるジョバンナである O ジョパンナはジョパ

ンニの女性名である。

さて，ここで本文に記載されている「たうもろこし

の木」の「木」と，rたうもろこしの木」に「金剛石
のやうな露がいっぱいに」につくという 2点について

考察してみる O トウモロコシはイネ科の1年生植物(草

本)であるので，本来「たうもろこしの木」なるもの

は地上(三次空間)には存在しないはずである。しか

し草本植物を木本植物に変える試みが， 1985年のつ

くば科学博で無限成長性の優れたトマトの品種を使っ

て実施され， 1株から 1万個以上のトマトが収穫でき

る「トマトの木」が展示されていた。条件させ揃えば，

あるいは遺伝子組み換え操作などを使えばトウモロコ

シも木になるのだろうか。

賢治が「たうもろこしの木Jと記載したのは，科学
技術の進歩によって草を木に変えられると考えてのこ

とかもしれないが，この物語では特にトウモロコシを

強調しそして称賛したかったからだと考えて論を進め

るO それは， rたうもろこしの木」に「金剛石(ダイ
ヤモンド)のやうな露がいっぱいについて」いたから

である。賢治の童話『十力の金剛石Jでは，r十力の
金剛石こそは露で」あり，rあの十力の尊い舎利でし
たjとある。「舎利Jはお釈迦様の遺骨のことである O
賢治研究科の天沢退二郎は童話『十力の金剛石』の解

説文の中で， r人生においてそれをこそ求めるべきで
あるところのものの象徴としての〈十力の金剛石L
すなわち露であると同時に森羅万象をきらめかせる原

理そのものであった」と述べている(宮沢， 1986)。

私なりに解釈すれば，さらに「命を与える源」といっ

てもよいのではないか。『銀河鉄道の夜』では，銀河

の祭りに子供たちが「ケンタウルス，露をふらせ。」

と叫んで走り回る場面がでてくる O ケンタウルスはギ

リシャ神話に出てくる上半身人間の馬の形をした怪物

である。この「ケンタウルス，露をふらせ。」を見事

に映像化して見せてくれたのが宮沢賢治から多くの影

響を受けたとされる宮崎 駿(アニメーション作家)



である。 1997年に公開された長編アニメ『もののけ姫』

に登場する「シシ神」がケンタウルスに類似している。

シシ神の顔は人間のようであるが角をもち体はカモシ

カのような姿をしている。シシ神の森に棲み，命の授

与と奪取を行う神として扱われている。シシ神が歩く

ところでは常に植物の花が咲き乱れる。主人公のアシ

タカが瀕死の重傷を負ったとき，シシ神が助けるのだ

が，このときシシ神の周辺の草木は全てたくさんの露

で覆われる。

それでは，なぜ賢治はトウモロコシを強調しさらに

最大限の称賛を贈っているのだろうか。天上の農業で

栽培されるイネとトウモロコシを比較してみる。イネ

は，この辺なら「種さへ播けばひとりでにどんどんで

き」ることになっている O もしかしたら，場所が代わ

れば育たないのかもしれない。一方.トウモロコシは

ひどい高原でも「棒で二尺も孔をあけておいてそこへ

播けば」育つと言っている。一尺は33.3cmなのでか

なり深い穴を掘ることになる o rたうもろこしの木」
だとその位の穴が必要なのだろう O 賢治の詩「三原

第二部」にはアメリカインデアンのトウモロコシの栽

培方法が記載されている。

いったい種子の発芽には/温熱水湿酸素の三つが

要りますが/地表には酸素と熱には多く/深部は

湿りが大きいために/土性とそれから気候によっ

てこれら三つの調和の点を求めるのです/非常な

早魁続きのときに/巨きな粒の種子を撒きつけし

ますには/アメリカインデアンの式をとります/

棒で三寸或は五すも穴をあけ/中に二つぶぐらゐ

もまいて/わづかに土を投げて入れます/播く前

種子を水に漬けるか漬けないか/それは天気とあ

との処理とに従ひませう

「三原 第二部J1928.6.14 (下線は著者)

棒を使った種蒔きは今でも南米で行われている(戸

i畢， 2005) 0 

前報で述べたように，この物語に登場する人物は何

かしらの自己犠牲を強いられている(石井， 2011) 0 

詐欺師のような「烏捕り」は一駅で下車することにな

るが，最も強い自己犠牲を強いられたジョパンニは

「ほんたうの幸い」を探し求めるための「どこまでで

も行ける切符」が与えられる。ジョパンニが車掌に見

せた切符に対して，横からちらつと見た「鳥捕り」は

あわてたように言う O

「おや，こいつは大したもんですぜ。こいつはもう，

ほんたうの天上へさへ行ける切符だ。天上どぢゃ

ない，どこまでも勝手にあるける通行券です。こ

いつをお持ちになれあ，なるほど，こんな不完全

な幻想第四次の銀河鉄道なんか，どこまででも行

ける筈でさあ，あなた方大したもんですね。」

(下線は著者)

賢治は最も強く自己犠牲を強いられたジョパンニに

敬意を払ったように，劣悪条件下でも良く育ち自らの

体の一部を人間に提供してくれるトウモロコシに対し

て，動植物にとって最も価値のある「露」を与えた。

賢治はトウモロコシが将来日本あるいは世界の食料危

機を救うと考えていたのかもしれない。トウモロコシ

は現在世界三大穀物(他には稲，小麦)の一つであり，

最も生産量の高い穀物でもある (2009年に世界で

8億1700万トンを生産)。我が国のトウモロコシ生産

量はわずかであるが，世界第一位の輸入大国である O

輸入されたトウモロコシの多くは家畜の飼料だが，

我々は間接的に肉や乳製品として摂取することにな

る。また，食品としてではなく工業用として生分解性

プラスチックやバイオエタノールの生産などにも用途

が広がっている(戸津， 2005)。賢治がこのトウモロ

コシの有用性と現在の穀物市場を90年前に予測して

いたとすれば驚嘆に値する。

最近，東北農業研究センターが，東北地方の高標高

地でも家畜用のトウモロコシが生産できることを実証

した。東北の北上山系の900mを超す山地(高標高地)

は，これまで牧草以外の作物は栽培できないとされて

いたが，サイレージ(発酵させた家畜用の飼料)用の

トウモロコシ生産が可能になった(出口ら， 2007) 0 

賢治がよく出かけたという北上高地の南西部の東西

11km，南北20kmの種山ヶ原(標高600-870m)に地平

線の彼方まで続くトウモロコシ畑を見ることもそう遠

くないことであろう o (後篇に続く)
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